
「
震
災
心
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
」の

お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、県
教
育

委
員
会
と
協
力
し
、４
月
１
日

㈫
か
ら
、「
震
災
心
の
サ
ポ
ー
ト

事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員
と
臨
床
心
理

士
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご
遺
族
の

要
望
に
応
じ
て
、訪
問
に
よ
る

相
談
ま
た
は
電
話
や
来
所
で
の

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
は
東
日
本
大
震
災
当
時

市
立
幼
稚
園・小
学
校・中
学
校

お
よ
び
市
立
高
等
学
校
に
在
籍

し
、被
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

た（
ま
た
は
行
方
不
明
に
な
ら

れ
た
）お
子
さ
ん
の
ご
遺
族
で

す
。

　
実
施
に
先
立
ち
、現
在
、各
学

校
等
を
通
し
て
ご
遺
族
の
連

絡
先
に
つ
い
て
、確
認
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ま
だ
連

絡
の
無
い
ご
遺
族
の
方
は
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
学
校
教
育
課

　
　
（
内
線
５
０
２
８
）

H26（2014）.3.1
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　節分（2月3日）を前に、飯野川保育所と子育て支援センターの合同豆まきが
行われました。子どもたちは「鬼は外、福は内！」と元気に叫びながら、職員が扮

ふん

した鬼をめがけて豆まきを繰り広げました。また、地域の読み聞かせボランテ
ィア「ひだまりの会」が節分にちなんだ紙芝居も行い、子どもたちを楽しませ
ました。

元気に
「鬼は外、福は内」

１月３０日（木）
飯野川保育所１月２４日（金）

名振地区

　江戸時代から続く火ぶせ祭りの「おめつき」が行われ、地域の人たちだけ
でなく市外からも多くの見物客が訪れました。祭りの名の由来にもなってい
る“思いつき”の即興劇では、出演した男性が地区特産のメザシを手に「先は
なかなか見えないが、イワシのように団結して、復興を目指（メザ）していこ
う」と語ると大きな拍手が起きていました。

奇祭「おめつき」で浜に活気

〔
納
税
課
〕

◦
納
税
、納
税
相
談

問　
納
税
課

　
　
（
内
線
3
1
4
2
）

上
下
水
道
の
手
続
き
は
お
早
め
に

転
出
す
る
方

　
「
水
道
使
用
水
量
等
通
知
書

（
検
針
票
）」を
ご
覧
の
上
、早
め

に
水
道
企
業
団
へ
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

転
入
し
た
方

　
ポ
ス
ト
・
玄
関
に
入
っ
て
い

る「
水
道
を
ご
使
用
さ
れ
る
お

客
様
へ
」の「
お
客
さ
ま
番
号
」

を
確
認
の
上
、使
用
開
始
の
5

日
前
ま
で
に
水
道
企
業
団
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。（
土・日
、祝

日
を
除
く
）

　

な
お
、水
道
料
金
と
下
水
道

使
用
料
は
、合
算
で
請
求
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問

申
・

　
●
3
月
31
日
ま
で

　
【
旧
石
巻・河
南
地
区
】

　
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

　
営
業
課

　
☎
95

－

6
7
1
1

　
【
河
北
･
桃
生
･
雄
勝
･
北

　
上
地
区
】

　
北
部
地
区
管
理
事
務
所

　
☎
62

－

2
1
1
5

　
【
牡
鹿
地
区
】

　
牡
鹿
営
業
所

　
☎
45

－

2
1
1
7

　
下
水
道
管
理
課

　
（
内
線
5
6
9
4
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
●
4
月
1
日
か
ら

　
水
道
企
業
団
お
客
さ
ま
セ
ン

　
タ
ー

　
☎
96

－

4
9
5
5

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

《
賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
》

　
賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
の
中
で

も
、退
去
時
の
敷
金
精
算
を
め

ぐ
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
借
主
の
不
注
意
で
生
じ
た
傷

や
破
損
の
補
修
費
用
は
借
主
負

担
で
す
が
、経
年
劣
化
に
よ
る

傷
み
は
貸
主
負
担
で
す
。

　

入
居
前
に
、契
約
内
容
を
把

握
し
、部
屋
の
状
態
も
点
検
、記

録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
退
去
時
に
は
貸
主
と
一
緒
に

部
屋
の
状
況
を
確
認
し
、不
明

な
請
求
を
さ
れ
た
ら
、明
細
の

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
消
費
生
活
相
談
）

　
　
☎
23
―
５
０
４
０

「
進
学
・
就
職
・
転
勤
等
の
季
節
で
す

 
引
っ
越
し
の
際
は
手
続
き
を
」

窓
口
を
延
長
し
ま
す

延
長
期
間

　
3
月
24
日
㈪
～
4
月
4
日
㈮

※
3
月
29
日
㈯
、30
日
㈰
の

　
休
日
も
窓
口
を
開
庁
し
ま
す

開
庁
時
間

　
平
日　
午
後
7
時
ま
で

　
休
日　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

開
庁
窓
口　
市
民
課
、納
税
課

※
各
支
所・総
合
支
所
は
延
長・

　
休
日
開
庁
を
行
って
い
ま
せ
ん
。

対
象
業
務　

〔
市
民
課
〕

◦
住
民
異
動
届
の
受
付

◦
住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録

　

証
明
書
、戸
籍
謄
抄
本
等
の

　
交
付
、印
鑑
登
録
の
受
付

※
税
証
明
書
、電
子
証
明
書
、住

　
基
カ
ー
ド
の
発
行
、住
基
カ
ー

　

ド
を
使
用
し
た
転
入
届
、臨

　

時
運
行
許
可（
仮
ナ
ン
バ
ー
）

　

申
請
、原
動
機
付
自
転
車
の

　
廃
止・登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
届
出
人（
窓
口
に
来
ら
れ
る

　

方
）の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い

　

ま
す
の
で
、身
分
証
明
書
等

　

を
持
参
願
い
ま
す
。本
人
確

　
認
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ

　

い
て
は
、届
出
後
郵
便
で
届

　
出
内
容
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
本
人
、世
帯
員
以
外
の
代
理

　
の
方
が
住
所
異
動
や
世
帯
主

　
変
更
の
届
出
を
す
る
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
村・他
機
関
に
確
認
の

　
必
要
が
あ
る
場
合
等
、手
続
き

　
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

　
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
課

　
　
（
内
線
2
3
1
3・

　
2
3
1
9・2
3
2
1
）

転
出
・
転
入
さ
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

転
出
す
る
方

　
転
出
前
の
学
校
で
発
行
さ
れ

た
在
学
証
明
書
等
関
係
書
類

を
、転
出
先（
転
校
先
）の
小
・

中
学
校
、ま
た
は
教
育
委
員
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課
窓
口
で
は

「
本
人
確
認
」を
行
っ
て
い
ま
す

　
住
民
票
や
戸
籍
の
請
求
・
住

所
の
異
動
届
お
よ
び
戸
籍
の
届

を
受
け
付
け
る
と
き
に
、来
庁

さ
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

目
的

◦
個
人
情
報
の
保
護

◦
な
り
す
ま
し
に
よ
る
虚
偽
の

　
請
求
、届
け
出
の
防
止

必
要
な
も
の

①
官
公
署
発
行
の
写
真
付
き
身

　

分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・

　
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台

　
帳
カ
ー
ド
等
）

②
①
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
氏

　
名
、住
所
、生
年
月
日
が
確
認

　

で
き
る
複
数
の
書
類（
健
康

　
保
険
証・介
護
保
険
証・年
金

　
手
帳・年
金
証
書
等
）

※
証
明
書
が
無
い
場
合
は
、聞

　
き
取
り
等
に
よ
り
本
人
確
認

　
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　
市
民
課

（
内
線
2
3
1
3・2
3
1
6
）

転
入
し
た
方

　

転
入
手
続
き
を
す
る
と
転
入

学
通
知
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
、新
し
い
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。た
だ
し
、新
小
・
中
学

1
年
生（
入
学
式
前
）は
教
育

委
員
会
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、教
育
総
務
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
総
務
課

　
　
（
内
線
5
0
1
6
）

　4月1日（火）から、湊小学校と湊第二小学校が統合され、新たに「湊小学校」となりますので、対象となる通学
区域をお知らせします。

湊小学校の所在地 吉野町一丁目3番21号

通学区域

八幡町一丁目・二丁目、不動町一丁目・二丁目、湊町一丁目・二丁目・三丁目・四丁目、吉野
町一丁目・二丁目・三丁目、川口町一丁目・二丁目・三丁目、大門町一丁目・二丁目・三丁目・
四丁目、明神町一丁目・二丁目、魚町一丁目・二丁目・三丁目、松並一丁目・二丁目、緑町一
丁目・二丁目、伊原津一丁目・二丁目
湊字
　鳥井崎、不動沢、葛和田、藤巻、田町、町裏山、葛和田山、不動沢山、館山、御所入、御所入山、
　草刈山、大門崎山、滝尻、須賀松、根上り松、伊原津、大門崎、一里塚、牧山、隠里山、筒場、
　長浜、鹿妻山（1番地を除く）

　　教育総務課（内線5012・5013）問

4月から新たな小学校がスタートします

市報 いしのまき 2



4月1日から市税証明書の
窓口申請方法を変更します

障
害
者
の
方
等
の
軽
自
動
車
税

減
免
継
続
申
請
書
を
発
送
し
ま
す

　
今
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
減

免
申
請
を
承
認
さ
れ
た
方
で
、

障
害
者
手
帳
の
等
級
や
車
両
の

構
造
等
に
変
更
が
無
い
場
合

は
、現
況
を
報
告
す
る
と
、継
続

し
て
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
4
月
上
旬
に
該
当
者
に
対
し

「
軽
自
動
車
税
現
況
報
告
書
」を

送
付
し
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
た
に
申
請
す
る
場
合
の
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、市
報
5

月
1
日
号
に
詳
細
を
掲
載
予
定

で
す
。

申
請
期
間

　
4
月
4
日
㈮
～
18
日
㈮

※
な
お
、期
間
を
過
ぎ
る
と
減

　
免
継
続
で
の
受
付
は
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問

申
・
　
市
民
税
課

　
　
　
　
（
内
線
3
1
0
1
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の

年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　

後
納
制
度
と
は
、過
去
10
年

間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。過
去
10

年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、こ
の
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、利
用
期
限
は
平
成
2７

年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。お
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
納
付
書
の
使
用
期
限
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　
す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込

ま
れ
た
方
で
、平
成
16
年
４
月

以
降
分
の
後
納
保
険
料
の
納
付

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、納
付

書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限

（
平
成
26
年
３
月
31
日
）ま
で
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。期
限

が
過
ぎ
た
場
合
は
新
た
な
加
算

額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０５７０
―
011
―
050

　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
22
―
５
１
１
７

　第36回桃生地区芸能祭が開催され、小中学生や老人クラブ、趣味のサーク
ル等で練習を積んできた地域の皆さん約300人が、得意の演目を発表しま
した。長年行われている地域の恒例行事で今年もステージの上では、カラオ
ケや舞踊、体操等に加えて、地元に伝わるはねこ踊り等の郷土芸能も披露さ
れ、会場を大いに沸かせました。

　明るい地域づくりを目指して開催された「第30回河南地区駐在所杯争奪綱引
き・縄跳び大会」には、子どもから大人まで100人以上が参加しました。地区ごと
に分かれて対戦した8チームは、それぞれ勝利に向け綱引きと縄跳びで息を合わ
せました。駐在所の警察官が審判となり、和気あいあいとしたムードの中でフェ
アプレーが繰り広げられました。

まちの話題

H26（2014）.3.1

１月２６日（日）
桃生公民館

歌や踊りで
なごやかに

桃生地区 河南地区

２月２日（日）
広渕小学校講堂

競技も地域も力を合わせて

行
政
情
報

　市では、なりすまし等による不正な方法での証明書の取得や課税台帳の
閲覧を防止するため、窓口申請時に来庁された方の本人確認方法を変更し
ます。
※押印のみでの申請はできなくなりますので、ご注意ください。
対象となる申請
　○税証明書の発行
　　所得証明書、納税証明書、課税証明書、評価証明書、公課証明書等
　○閲覧申請
　　固定資産課税台帳、名寄帳等
変更後の本人確認方法
　○本人確認に必要なものの例
　　①官公署等が発行した身分証明書（顔写真付き）
　　　運転免許証、パスポート（旅券）、住民基本台帳カード（顔写真付き）、
　　　宅地建物取引主任者証等
　　②官公署等が発行した身分証明書（顔写真無し）や来庁者名義の書類
　　　健康保険証、国民年金手帳、住民基本台帳カード（顔写真無し）、母子
　　　手帳
　　　公共料金領収書、納税通知書、社員証、キャッシュカード、クレジット
　　　カード、預貯金通帳等
　○確認方法
　　次のいずれかの方法により、窓口で確認します。
　　（１）①の書類から1種類を提示
　　（２）②の書類から2種類を提示
　　※必要に応じて、本人であることを確認するため、窓口で聞き取りを行
　　　う場合があります。
　　※代理人による申請の場合は、従来どおり委任状が必要です。
　　※法人の証明書の交付を申請する場合は、従来どおり法人の代表者印
　　　が必要です。
　　市民税課（内線3101・3102）

法
人
市
民
税
の
減
免
が

終
了
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
実
施

し
て
き
た
法
人
市
民
税
の
減
免

に
つ
い
て
、平
成
26
年
3
月
10

日
ま
で
に
終
了
す
る
事
業
年
度

分
の
申
告
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。減
免
終
了
後
に
お
け
る
法

人
市
民
税
申
告
・
納
付
の
際
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
対
象
事
業
年
度

　
平
成
23
年
3
月
11
日
か
ら
平

　
成
26
年
3
月
10
日
ま
で
の
間

　
に
終
了
す
る
各
事
業
年
度

終
了
す
る
減
免
の
内
容

○
均
等
割
額

　
対
象
事
業
年
度
に
つ
い
て
全

　
額
を
免
除
し
て
い
ま
す
。（
平

　
成
23
年
3
月
11
日
に
お
い
て
、

　
市
内
に
所
在
す
る
事
務
所
等

　
の
す
べて
が
、固
定
資
産
税
の

　
課
税
免
除
区
域
内
に
あ
る
場

　
合
）

○
法
人
税
割
額

　
税
率
13
・
７
%
と
さ
れ
て
い

　
る
と
こ
ろ
を
12
・
３
%
と
し

　
て
い
ま
す
。

問　
市
民
税
課

　
　
（
内
線
3
0
9
9
）

平
成
26
年
春
の
火
災
予
防
運
動

　
3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の

1
週
間
、全
国
一
斉
に「
春
の

火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、空
気
が
乾
燥

し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、火
災
予
防
の
意
識
を
高

め
、火
災
の
発
生
を
防
止
し
、火

災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、日
頃
か
ら
火
の
用
心

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

宮
城
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
の

ト
ラ
ブ
ル（
個
別
労
働
関
係
紛

争
）が
増
え
て
い
ま
す
。宮
城
労

働
局
で
は
、紛
争
の
防
止
と
早

期
解
決
の
た
め
、総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
情
報
提

供・相
談
や
労
働
局
長
に
よ
る
助

言
・
指
導
、紛
争
調
整
委
員
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
を
行
って
い
ま
す
。

　

労
働
者
、事
業
主
と
も
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、お
困

り
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問　
　
宮
城
労
働
局
総
合
相
談

　
コ
ー
ナ
ー

　
☎
022

－

299

－

8
8
3
4

　
石
巻
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
石
巻
労
働
基
準
監
督
署
内
）

　
☎
22

－

3
3
6
5

　
市
商
工
観
光
課

　
（
内
線
3
5
2
3
）

◇
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
3
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い

　
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

　
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
等
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

【
4
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る

○
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

　
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

　
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

　
を
設
置
す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

　
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

問
　
石
巻
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
95

－

7
1
6
7

問

市報 いしのまき3



1月28日（火）
北上小学校体育館

ジャズの魅力
　たっぷりと

H26（2014）.3.1

牡鹿地区

　環境省のプログラム「チャレンジプロジェクト」の一環として、鮎川小学
校の5年生8人と6年生10人の児童たちが地域の文化や伝統に触れて伝える
ことにチャレンジしました。取り組みの成果として、第27回東北小学校バン
ドフェスティバルで「牡鹿銀鱗太鼓」を披露し、震災後さまざまな支援をい
ただいた方々への感謝の気持ちを込めて、牡鹿の伝統芸能を力強く演奏しま
した。

北上地区
まちの話題

　子どもたちにジャズの楽しさを味わってもらおうと、日本を代表するベーシ
ストの古

ふる の
野光

みつあき
昭さんやジャズバイオリニストの寺

てら い
井尚

なお こ
子さんをはじめ、第一線

で活躍するミュージシャンたちによる演奏会が開かれました。ジャズの代表曲
や校歌をアレンジした演奏で会場を沸かせたほか、児童との共演も行われ、会
場は音楽で一つになっていました。

行
政
情
報石

巻
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
納
期
限
の
お
知
ら
せ
」

①
納
期
限
等

　
平
成
25
年
分
確
定
申
告
に
お

　
け
る
申
告
所
得
税
等
の
納
期

　
限
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
所

　
得
税

◦
納
期
限

　
3
月
1７
日
㈪

◦
振
替
納
付
を
利
用
の
場
合

　
4
月
22
日
㈫

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

◦
納
期
限

　
3
月
31
日
㈪

◦
振
替
納
付
を
利
用
の
場
合

　
4
月
24
日
㈭

②
納
付
方
法
等

　
所
定
の
期
限
ま
で
に
所
轄
の

税
務
署
へ
申
告
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、納
付
す

る
税
額
が
あ
る
場
合
は
、納
期

限
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
所

轄
税
務
署
で
自
ら
納
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
書
の
提
出
後
に
、別
途
、

税
務
署
か
ら
納
付
書
の
送
付
や

納
税
通
知
書
等
の
お
知
ら
せ
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、振
替
納
税
を
ご
利
用

の
方
は
、振
替
日
に
ご
指
定
の

預
貯
金
口
座
か
ら
納
税
額
を
自

動
的
に
引
き
落
と
し
ま
す
の

で
、事
前
に
預
貯
金
口
座
の
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
石
巻
税
務
署

　
　
☎
22

－

4
1
5
1

石
巻
税
務
署
か
ら「
所
得
税
等

の
確
定
申
告
」の
お
知
ら
せ

　

石
巻
税
務
署
で
は
、隣
接
の

プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
に
所
得
税
等
の

確
定
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置

し
、申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

開
設
期
間

　
3
月
1７
日
㈪
ま
で

　
（
土
日・祝
日
を
除
く
）

※
3
月
2
日
㈰
は
開
設

開
設
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

2月1日（土）
仙台サンプラザ

伝統文化を守り受け継ぐ

もうすぐお彼岸です
　お彼岸は、マイカーで墓参される方が多く、石巻霊園内の道路が大変混雑しま
す。駐車禁止区域への駐車は避けて、管理事務所前にある駐車場をご利用くださ
い。なお、駐車禁止区域外の路上は全区域｢片側駐車｣となります。
斎場側入口もご利用ください
　お彼岸期間中は、石巻霊園入口が大変混み合います。石巻斎場入口の方からも
石巻霊園に行くことができますのでご利用ください。

供物は持ち帰りましょう
　皆さんが墓前にお供えした供物は、そのままにしておくとカラス等によって
散乱してしまいます。供物は必ずお持ち帰りください。
火の後始末を確認しましょう
　例年、線香をたいた火の不始末等により、霊園内で火災が発生しています。線
香をたいた火やたばこの吸殻等の後始末を徹底し、火災に十分注意してくださ
い。
霊園行き無料バス
3月18日（火）　※無料バスは、時刻表を確認の上ご利用ください。

問　環境課（内線3365）問

時刻表
（行き）

停留所名 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目
石巻駅前 6:00 7:50 9:40 11:30 14:00 15:50
中央三丁目 6:05 7:55 9:45 11:35 14:05 15:55
住吉町 6:07 7:57 9:47 11:37 14:07 15:57
（株）ミヤコーバス石巻営業所 6:08 7:58 9:48 11:38 14:08 15:58
大橋通り 6:09 7:59 9:49 11:39 14:09 15:59
開北橋 6:10 8:00 9:50 11:40 14:10 16:00
霊園ロータリー前 6:15 8:05 9:55 11:45 14:15 16:05
3－4区墓域前 6:25 8:15 10:05 11:55 14:25 16:15

（帰り）
停留所名 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目

3－4区墓域前 7:15 9:05 10:55 12:45 15:15 17:05
霊園ロータリー前 7:25 9:15 11:05 12:55 15:25 17:15
開北橋 7:30 9:20 11:10 13:00 15:30 17:20
大橋通り 7:31 9:21 11:11 13:01 15:31 17:21
（株）ミヤコーバス石巻営業所 7:32 9:22 11:12 13:02 15:32 17:22
住吉町 7:33 9:23 11:13 13:03 15:33 17:23
中央三丁目 7:35 9:25 11:15 13:05 15:35 17:25
石巻駅前 7:40 9:30 11:20 13:10 15:40 17:30

再
生
資
源
集
団
回
収
報
奨
金
制
度

　

市
で
は
循
環
型
社
会
を
目
指

し
、資
源
の
有
効
利
用
を
目
的

と
し
て
、集
団
回
収
を
実
施
し

て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・（
子
供

会
・
町
内
会
・Ｐ
Ｔ
Ａ・
老
人
ク
ラ

ブ
等
）の
皆
さ
ん
に
、報
奨
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。制
度
を
利
用

す
る
に
は
、団
体
登
録
が
必
要
で

す
。

回
収
品
目　
新
聞
・
雑
誌
・
段

　
ボ
ー
ル
、一
升
び
ん・ビ
ー
ル

　
び
ん
、ア
ル
ミ
缶・ス
チ
ー
ル
缶

補
助
金
額　
品
目
ご
と
に
１
キ

　

ロ
グ
ラ
ム
３
円
と
し
、１
升

　
び
ん
は
1
本
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

　

ビ
ー
ル
び
ん
は
１
本
0・5
キ
ロ

　
グ
ラ
ム
換
算
と
し
ま
す
。（
業

　
者
へ
の
売
払
い
金
と
は
別
に

　
な
り
ま
す
）

集
団
資
源
回
収
団
体
の
皆
さ
ん
へ

　

資
源
回
収
を
実
施
し
て
い
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ（
子
供
会
・
町

内
会・Ｐ
Ｔ
Ａ・老
人
ク
ラ
ブ
等
）

の
皆
さ
ん
に
、報
奨
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。平
成
25
年
度
中

（
平
成
25
年
４
月
～
平
成
26
年

３
月
）に
実
施
し
た
再
生
資
源

集
団
回
収
報
奨
金
交
付
申
請
書

は
４
月
11
日
㈮
が
提
出
期
限
で

す
。な
お
、期
限
を
過
ぎ
て
の
提

出
は
、報
奨
金
の
交
付
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

問　
環
境
課

　
　
（
内
線
３
３
７
６
）

　
　
石
巻
税
務
署

　
　
☎
22

－

4
1
5
1

※
確
定
申
告
に
関
す
る
一
般
的

　

な
質
問
は
、音
声
案
内
に
従

　

い「
0
」番
を
選
択
し
て
く

　
だ
さ
い
。

問
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